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ていること, (2)比較的教育程度が高いこと,および (3)軍事訓練を通 して国内外をよく動い
ているため比較的広い視野を持っていること,などを挙げ,軍部エリー トが開発途上国におけ
る政治的近代化の 担い手であると規定 している｡1)この規定は一般的には受け入れ られる命題
であろうが,個々のケースに適用された場合には,どの程度の妥当性を持っのであろうか｡本
稿では過去 7年間余 りのインドネシア ｢新秩序｣を観察 し,その陸軍反共派を主流とする軍部
の指導力を検討 し,ひいてはイン ドネシアが政治的近代化-の道を歩んでいるか否かについて
若干の評価をせんとするものである｡建国以来20年間続いたスカルノ体制における共産党およ

























































Ⅲ 軍 部 と 国 家 統 一
まず1965年以降のインドネシア政治を鳥放してみよう｡インドネシア軍部反共派が65年9月
30日事件以後共産党勢力を壊滅させ,スカルノ大統領から治安確保権限を奪取したのは66年3




























66年8月には国家諜報司令部 (KIN)に改組し,ス-ル ト自身がこれを兼務 した｡ 後にこの司
令部は国家情報調整本部(BAKIN)に改名されたが,大統領直属であることは今だに変りはな
い｡ この BAKINには情報収集活動以外 に特務工作をも行なうこととされているが,ス- ル


































































トを占める割合をみると (表 1), 1959年の指導民主主義体制下の第一次実務内閣では45人中































































































































った｡経済の再建は米の緊急調達 とい うごく初歩的なことか ら出発せねばな らなか ったが,65
年10月以降陸軍反共派もスカルノ ･PX.Ⅰ派もその抗争の過程でともに海外か ら米を調達するこ
とによって国民の支持を集めんとしたのであった｡15)
66年 3月スカルノ勢力を打倒 した軍部が最初にとった捨置は,国民的信望の厚いジ ョグジャ
カルタのサルタンである-マ ンク ･ブオノ九世を経済担当副首相に起用 したことである｡16)5
月以降同副首相は早速経済使節団をつ くって 日本を訪問 して, 3,000万 ドル, ヨーロッパ諸国
か ら5,500万 ドルの援助をとりつけた｡同年末には西側の債権国会議(IGGI)が発足 し,イン ドネ
シアの経済援助を組織化 していった｡67年より71年までの 5年間に年ごとの援助は 1億 8千万
ドルか ら6億 3千万 ドルに増加 した｡17) こうして 1966年の年間インフレ率が 650パーセン トだ
ったのが 1970年には 8.8パーセントに急減 した018)ス-ル ト政権はさらに67年 1月に外資導入
法を制定 して経済再建の刺激剤 とした｡中国の影響下にあったスカルノ旧体制内では自力更生
(ブルデ ィカリ)を経済の原則 とし,外資導入を極力抑えてきたが,この面でも大転換 したわ
けである｡68年 3月の第五回暫定国民協議会は ｢開発内閣を組織 し経済五 が 手計画を作成する
よう｣決議 した｡この内閣は同年 7月に発足 し経済学者を主要経済ポス トにつけて五 力年計画
を69年 4月か ら出発 させたのである｡軍部がいわゆるテクノクラー トを起用 して経済問題 と取
り組 ませたのは成功であった.スカル ノ時代の経済計画は元来 テクノクラー トの作ったもので
な く,む しろ政治色の強い ものであって,それ らの計画はすべて破綻に終わ った｡例えば1961-
68年にわたる8カ年計画は政治的配慮にもとづいて選ばれた委員会が作成にあたった｡その莫
大な計画書は8部17巻1945節か らなるものでこの数字はイン ドネシア人の好 きな独立宣言 日の
1945年8月17日にちなませたものである｡内容はもちろん充実性を欠いていた｡これに比 して
ス-ル ト政権下の経済計画はアメ リカの大学で経済博士号を取得 した若手の学者たちを集めて
立案 されたもので,19)農業増産 (主 として米産)を主眼点としそのための通信,道路などのイ
15) 『朝日新聞』1965年10月15日朝刊｡ 同年11月には, 日本の外務省は ｢純粋に人道的立場から｣食料,
衣料の援助を行なうことを決めたが, これが実現したのは,翌年の3月末の閣議を経た後であった｡すな




































































これがため外資を規制する必要があるが, はたして インドネシアの エリー トにこれを規制す
ることができるのかどうか疑わしい｡規制するためには規制 した際の不足の資本を国内の資本
蓄積で充たすことができねばならぬがそれが可能であろうか｡インドネシア民間企業は外国資
本との合併方式を多 く採用 しているが,前者の出資は実際には後者か らの融資によっているこ
とが多い｡他方外国民間投資はインドネシアの経済目標に合致させるべ く規制されているだろ
うか｡1967年 1月から72年末までの 外国民間投資額は約 2,297百万 ドルで,これを業種別にみ
ると上二位は鉱業の1,000百万 ドルと,森林開発の460百万 ドルとなっている｡24)いずれもイン




































































































































エリー トというべき勢力はスカルノ ･共産党打倒,経済再建重視という ｢新秩序｣建設の目標
















































































































































































ディヴィド･ナビトプ ルなどのカ トリック教徒や元イスラム系学生団体 (HMI)の指導者が参






















らゴルカルと他の主要政党とを比較 してみるとその差異が明確になる｡議員 351人申学位 (翠
士,修士,博士号およびそれに相当する学位)保持者は 153人であるが,このうちゴルカル議
員は 106人という圧倒的な数を占め,二番目に多い NU の17人と著 しい差を示 している｡351
人中婦人議員は計27人であるが,うち22人がゴルカル議員である｡また宗教別にみるとゴルカ
ルのみが複数宗教信徒をかかえている｡ すなわち計 227人のゴルカル議員rlイスラム教徒 203













満とし,これら知識人を批判 しだしたOこの政府グループ内の緊張関係を憂慮 したス- ル ト大
統領は結局72年 6月にゴルカルを国防治安省のより強力な影響下に置くにいたったのである｡
スハル トはゴルカルの新会長に国防治安省の社会政治開発担当補佐アミル ･ムル トノ陸軍少将
を任命 し,書記長に同省のスバルジョ准将を任命 した｡44)ゴルカルの知識人の政治的基盤はア
リ･ムル トポの支持にあり,後者の政治的影響力はス-ル トとの結びつきにあるのみであり,
マ-ムッドの政治的基盤は公務員連盟である｡ス-ル トは,武力と組織の点で国防治安省の絶
対的優位を無視することはできなかったのである｡一時はゴルカルC/j軍人と民間知識人による
協調が軍部と一般国民とを結びつけるパイプとなり,ゴルカルが政府内の ｢党内野党｣的立場
から軍人のみによる国防治安省グループとは異なった政策を提示 して健全な競合関係が存続す
るかに思われたが,これも実現 しなかった｡
43) Indonesia,DepartmentofInformation,Who'∫WACinParZiameTlt(Jakarta:Departmemtoflnfor･
mation.1971;specialissueno.063/71)より算出0
44) Samson,oP.lit.,p.134,footnote13をみよ.
189
東南アジア研究 11巻2号
Ⅵ 要 鍋
以上を要するに,一国の政治的近代化という視点からみるとき,65年以降のインドネシアの
軍人政権は,国家統一を達成し,国家目標を設定する能力をもっているが.経済計画を実行す
る組織と一般的合意の枠内で競合する政治集団を認めることにはまだ成功していない,といえ
る｡もちろん軍人政権の誕生以来まだ7年を経過したばかりであり,この期問における状況観
察のみにもとづいてインドネシアの政治的近代化を評価するのは不適切である｡ここではむし
ろこうした状況観察にもとづいて,インドネシアが政治的近代化をとげるために必要な原則的
諸点を指摘したにすぎない｡すなわちインドネシアのス-ル ト･グループは今後経済計画を推
進するための効果的な組織づくりを行ない,軍人政権に対して野党的立場をとる政治集団を容
認し,それが建設的批判を行ないうるように育成することが必要であろう｡このいずれの仕事
も実際には非常な難事であることは否めない｡経済政策の効果的推進についてみれば単に経済
学者を高級技術官僚として起用するだけでなく,行政組織の 中 堅および下部公務員の質的向
上,責任範囲の明確化が必要である｡この公務員の質的改善は究極的には教育制度の改善の問
題にまでつながってくる｡そしてプロテスタンティズムや儒教の労働倫理観が欧米社会や日本
社会の近代化に貢献したとせられるように,インドネシアの主要宗教であるイスラム教が近代
化を促進させる労働倫理観をもっているかどうかも検討されるべきであろう｡さらには軍部の
最上層部に汚職の横行がみられる現状を軍部白身が是正するのでなければ,軍人政権の正当化
が崩れる可能性も大きい｡建設的な野党育成についても難しさはかわらないOインドネシア0)
現代史において,体制批判グル-プが一般的コンセンサスの枠を越えた反体制的行動に出たた
めに国家統一がいくどとなく危機にひんしたことがあった｡現政府はこの過去のにがい経験を
ふまえているがために,国家統一を重視しすぎて,国内政治団体の健全な発展を犠牲にしてい
るようである｡この難事にもかかわらず,ス-ル ト･グル-プは,スカルノ時代の政治シンボ
ルに代わって ｢開発｣という経済シンボルを国民統合のシンボルとしたのであるから,この開
発計画の着実な遂行如何が自己の政治生命を決するであろう｡
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